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地域の話題
県森連だより

コ ラ ム

忘れない
　山の恵みと
　　火の始末

山火事予防運動実施中

令和５年度森林フォーラム会場 （県⽴⻑野図書館）令和５年度森林フォーラム会場 （県⽴⻑野図書館） 講演 ㈱さとゆめ 嶋⽥ 俊平 ⽒講演 ㈱さとゆめ 嶋⽥ 俊平 ⽒

令和５年度⻑野県ふるさとの森林づくり賞受賞者の皆様令和５年度⻑野県ふるさとの森林づくり賞受賞者の皆様 令和５年度⻑野県きのこ料理コンクール受賞者の皆様令和５年度⻑野県きのこ料理コンクール受賞者の皆様

　森林の多面的な利活用に関する取組を県内において更に推進するため、令和６年２月９日
（金）に会場（県立長野図書館）とオンラインの併用で「森林フォーラム」を開催し、今後の展
望や取組を行う上でのポイント、実践事例の普及を図りました。
　また、森林フォーラムにおいて、「長野県ふるさとの森林づくり賞」及び「長野県きのこ
料理コンクール」の表彰式を開催しました。 長野の林業
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森
林
の
多
面
的
な
利
活
用
に
関
す
る

取
組
を
県
内
に
お
い
て
更
に
推
進
す
る

た
め
、
令
和
６
年
２
月
９
日（
金
）に
会

場（
県
立
長
野
図
書
館
）と
オ
ン
ラ
イ
ン

の
併
用
で
「
令
和
５
年
度
森
林
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
し
、
林
業
や
森
林
サ
ー

ビ
ス
産
業
の
関
係
者
な
ど
約
１
７
０
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
表
彰
式
に
続
い

て
、
㈱
さ
と
ゆ
め
の
嶋
田
俊
平
代
表
取

締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
か
ら
「
森
林
の
利
活
用
と

山
村
地
域
の
今
後
の
期
待
と
展
望
〜
地

域
で
の
事
業
化
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〜
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
、
地

域
の
魅
力
や
付
加
価
値
を
産
み
出
し
た

全
国
の
実
例
等
を
交
え
な
が
ら
、
森
林

や
山
村
に
お
い
て
新
た
な
価
値
を
創
出

す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
。

【
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
】

令
和
５
年
度
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た

ま
た
、
県
内
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の

視
点
で
森
林
の
多
面
的
な
利
活
用
を
実

践
さ
れ
て
い
る
３
者（
㈱
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｌ

Ｃ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ（
伊
那
市
）、
な
べ
く
ら
高

原
・
森
の
家（
飯
山
市
）、
ふ
た
え
里
山

整
備
協
議
会（
大
町
市
））か
ら
地
域
で
の

事
例
を
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
で
は
定
員
を
上
回
る
多
く
の
方

が
参
加
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
も
行

わ
れ
る
な
ど
、
今
後
県
内
に
お
い
て
森

林
の
多
面
的
な
利
活
用
が
進
展
す
る
こ

と
が
大
い
に
期
待
で
き
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
な
り
ま
し
た
。

森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

概
要
は
こ
ち
ら
↓

（
長
野
県
Ｈ
Ｐ
）

事例報告事例報告
㈱TRAIL CUTTER　名取 将 氏㈱TRAIL CUTTER　名取 将 氏

ふるさとの森林づくり大賞ふるさとの森林づくり大賞
林 正敏 氏林 正敏 氏

事例報告事例報告
なべくら高原・森の家　小林 知規 氏なべくら高原・森の家　小林 知規 氏

きのこ料理コンクール県知事賞きのこ料理コンクール県知事賞
高野 大地 氏高野 大地 氏

事例報告事例報告
ふたえ里山整備協議会　大塚 裕明 氏ふたえ里山整備協議会　大塚 裕明 氏

表彰式で使用したコサージュは表彰式で使用したコサージュは
キノハナkinanoで製作キノハナkinanoで製作

令
和
５
年
度
長
野
県
ふ
る
さ
と
の
森
林

づ
く
り
賞
・
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

合
同
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
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「
林
地
未
利
用
材
、
う
ま
く
集
め
て
、
有
価
物
」
を
テ
ー
マ
に
林
地
未
利
用

材
活
用
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
１
月
16
日
に
上
田
市
の
丸
子
文
化
会
館
セ
レ
ス
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
再

造
林
の
妨
げ
と
な
る
、
主
伐
後
に
残
さ
れ
た
林
地
未
利
用
材
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資

源
と
し
て
の
有
効
活
用
と
再
造
林
の
省
力
化
を
図
る
た
め
の
コ
ツ
や
先
進
事
例
を
紹

介
す
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。

①
ノ
ー
ス
ジ
ャ
パ
ン
素
材
流
通
協
同
組
合
の
鈴
木
理
事
長
様
か
ら
は
「
Ｃ
、
Ｄ
材
利

用
に
よ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
の
実
務
成
功
ポ
イ
ン
ト
」
と
し
て

（
ア
） 土
場
の
収
入
は
、
納
入
に
係
る
運
賃
に
よ
っ
て
上
下
す
る
た
め
、
フ
ル
ト

レ
ー
ラ
ー
が
入
れ
る
国
道
・
県
道
・
市
町
村
道
の
脇
に
設
け
る
の
が
有
効

（
イ
） 地
域
の
林
業
振
興
の
要
で
あ
る
地
元
森
林
組
合
が
窓
口
と
な
り
、
他
の
森
林

組
合
に
協
力
を
求
め
丸
太
を
集
め
る
の
が
成
功
パ
タ
ー
ン

（
ウ
） 間
伐
時
代
の
路
網
集
材
と
は
一
線
を
画
し
、
タ
ン
コ
ロ
・
末
木
枝
条
を
林
道

脇
に
集
積
す
る
シ
ス
テ
ム
が
鍵

（
エ
） 全
木
集
材
で
林
地
が
片
付
け
ら
れ
た
場

合
は
、
造
林
事
業
者
か
ら
地
拵
え
の
経

費
を
素
材
生
産
業
者
に
分
配
す
る
制
度

の
検
討
が
必
要

（
オ
） 「
あ
り
が
と
う
の
声
か
け
」「
休
憩
場
所
、

自
動
販
売
機
の
用
意
」「
納
入
可
能
時

間
の
工
夫
」
に
よ
り
、
運
転
手
が
〝
ま

た
こ
の
工
場
に
来
た
い
〞
と
い
う
環
境

づ
く
り

な
ど
の
具
体
的
な
コ
ツ
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

②
平
澤
林
産（
有
）の
平
澤
代
表
取
締
役
様
か
ら
は
「
架
線
を
活
用
し
た
全
木
集
材
の

取
組
」
と
し
て

主
伐
・
再
造
林
に
関
す
る
取
組
状
況
に
つ
い
て
お
届

け
す
る
特
集
で
す
。

主
伐
・
再
造
林

特
集
（
第
５
回
）

（
ア
） フ
ォ
ワ
ー
ダ
は
維
持
管
理
費
が
嵩
む
こ
と
か
ら
、
費
用
対
効
果
の
面
か
ら
も

現
地
の
状
況
に
応
じ
て
積
極
的
に
架
線
の
活
用
を
推
進

（
イ
）架
線
系
の
列
状
間
伐
は
車
両
系
と
比
較
し
て
労
働
生
産
性
の
点
で
も
優
位

で
あ
り
、
な
お
か
つ
、
林
地
が
荒
れ
ず
環
境
の
面
か
ら
も
優
良

（
ウ
） 全
木
集
材
と
な
る
架
線
系
は
素
材
生
産
量
に
林
地
残
材
が
プ
ラ
ス
さ
れ
、
全

体
の
生
産
量
が
大
き
く
増
加
、
事
業
費
の
収
益
性
が
向
上
、
ま
た
造
林
作
業

は
低
コ
ス
ト
化
が
可
能

（
エ
） 林
地
残
材
を
含
め
て
出
材
し
た
材
を
安
定
し
て
販
売
す
る
に
は
、
中
間
土
場

が
必
要
で
、
自
社
の
中
間
土
場
で
未
利
用
材
を
チ
ッ
プ
化
し
て
出
荷

な
ど
、
現
場
の
経
験
か
ら
具
体
的
な
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

③
林
地
未
利
用
材
活
用
の
コ
ツ
を
テ
ー
マ
に
発
表
者
と
会
場
参
加
者
に
よ
る
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

会
場
参
加
者
か
ら
、「
５
年
程
前
か
ら
主
伐
が
進
み
、
県
内
で
は
先
進
地
で
あ

る
が
、
い
ず
れ
の
林
業
事
業
者
も
再
造
林
に
は
様
々
な
課
題
を
抱
く
」「
車
両
系

で
の
枝
条
の
集
材
は
採
算
に
合
わ
な
い
た
め
、
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
を
活
用
し
、
メ

イ
ン
の
幹
線
道
ま
で
全
木
集
材
し
、
山
土
場
で
の
破
砕
を
模
索
し
て
い
る
状
況
」

等
の
意
見
が
あ
り
、
会
場
か
ら
の
質
問
も
交
え
る
こ
と
で
、
基
調
講
演
や
先
進
事

例
の
内
容
を
さ
ら
に
深
め
る
展
開
に
な

り
ま
し
た
。

そ
の
他
林
業
機
械
を
使
っ
た
効
率
的
な

林
地
未
利
用
材
の
集
積
方
法
や
、
林
地
未

利
用
材
の
活
用
に
取
り
組
む
北
海
道
と

岩
手
県
の
先
進
地
を
動
画
で
紹
介
、
原
木

安
定
供
給
に
向
け
た
今
後
の
対
応
等
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
よ
り
、
多
様
で
豊
か
な
森
林
づ
く

り
、
そ
し
て
力
強
い
林
業
の
発
展
に
役
立

つ
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。　

林地未利用材活用ミーティングの林地未利用材活用ミーティングの
開催会場の様子開催会場の様子

主伐後の林地未利用材を集める様子主伐後の林地未利用材を集める様子

　
【
森
林
づ
く
り
推
進
課　

造
林
緑
化
係
】
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【
県
産
材
利
用
推
進
室
】

　

森
林
認
証
材
と
は
？

　

適
切
な
森
林
管
理
や
持
続
可
能
な
森

林
経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
森
林
と
、
適

正
に
木
材
の
流
通
加
工
を
行
う
事
業
者

を
第
三
者
機
関
が
審
査
、
認
証
し
、
そ

の
森
林
か
ら
生
産
・
加
工
さ
れ
た
木
材

や
木
製
品
に
独
自
の
マ
ー
ク
を
付
け
て

区
分
し
た
も
の
が
森
林
認
証
材
で
す
。

日
本
の
木
材
活
用
リ
レ
ー
〜
み
ん

な
で
作
る
選
手
村
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ

ザ
〜
へ
の
参
加

　

平
成
29
年
に
公
益
社
団
法
人
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
組
織
委
員
会
が
「
日
本
の
木
材
活

用
リ
レ
ー
〜
み
ん
な
で
作
る
選
手
村
ビ

レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
〜
」
に
参
加
す
る
事
業

協
力
者
を
公
募
し
、
長
野
県
か
ら
根
羽

村
、
川
上
村
、
天
龍
村
が
森
林
認
証
材

の
部
材
供
給
事
業
者
と
し
て
採
用
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
30
年
に
F
M
認
証
※

を
取
得
し
た
森
林
か
ら
地
域
の
林
業
事

業
体
と
連
携
し
て
、
県
産
材
の
ス
ギ

（
根
羽
村
）、
カ
ラ
マ
ツ（
川
上
村
）、
ヒ

ノ
キ（
天
龍
村
）を
伐
採
し
、
原
木
で

1
2
2
㎥（
製
品
材
積
32
㎥
）の
良
質
な

森
林
認
証
材
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
に
は
CoC
認
証
※
を
取
得
し

て
い
る
根
羽
森
林
組
合
等
で
加
工
さ

れ
、建
設
現
場
に
提
供
部
材
を
輸
送
し
、

令
和
２
年
に
選
手
村
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ

が
完
成
し
ま
し
た
。

　

提
供
部
材
の
輸
送
に
合
せ
て
出
発
式

の
実
施
や
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
に
お
け

る
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
記
録
映
像

の
製
作
を
行
う
と
と
も
に
、
木
材
関
連

セ
ミ
ナ
ー
等
で
活
動
報
告
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
森
林
認
証
材
の
普
及
啓
発
を

行
い
ま
し
た
。

※
森
林
認
証
に
は
、
森
林
を
対
象
と
し
た

F
M
認
証（
森
林
管
理
）と
、
木
材
の
流
通
・

加
工
業
者
を
対
象
と
し
た
CoC
認
証（
流
通
・

加
工
）の
2
つ
の
認
証
が
あ
り
ま
す
。

提
供
部
材
を
活
用
し
て
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
ガ
シ
ー
を
製
作

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
は
、
選
手
村

ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
は
解
体
さ
れ
、
各
自

治
体
へ
部
材
の
返
却
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

県
内
の
３
村
で
は
、
返
却
さ
れ
た
部

材
を
活
用
し
て
共
通
の
レ
ガ
シ
ー
と
し

て
、
ベ
ン
チ
と
テ
ー
ブ
ル
を
製
作
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

製
作
し
た
ベ
ン
チ
と
テ
ー
ブ
ル
は
、

根
羽
村
で
は
役
場
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
展

示
ス
ペ
ー
ス
、
川
上
村
で
は
役
場
の
待

合
ス
ペ
ー
ス
、
天
龍
村
で
は
新
設
し
た

総
合
体
育
施
設
へ
設
置
さ
れ
て
お
り
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
、
森

林
認
証
材
の
普
及
啓
発
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。

　

お
近
く
へ
お
出
か
け
の
際
は
、
ぜ
ひ

手
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
の
森
林
づ
く
り
賞（
信

州
の
木
利
用
推
進
の
部
）長
野
県

知
事
賞
を
受
賞
！

　

３
村
で
の
一
連
の
取
組
で
、
県
産
材

の
利
用
促
進
や
森
林
認
証
材
の
普
及
啓

発
に
貢
献
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
令

和
５
年
ふ
る
さ
と
の
森
林
づ
く
り
賞
の

信
州
の
木
利
用
推
進
の
部
に
お
い
て
、

長
野
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

長
野
県
で
は
引
き
続
き
、
県
産
材
や

森
林
認
証
材
の
需
要
拡
大
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

森
林
認
証
材
で「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
ガ
シ
ー
」を

製
作
し
ま
し
た
！
〜
根
羽
村
・
川
上
村
・
天
龍
村
の
取
組
〜

▲森林認証制度▲森林認証制度
の詳細　　の詳細　　

（長野県公式HP）（長野県公式HP）

▲提供された部材（根羽村の▲提供された部材（根羽村の
スギ、川上村のカラマツ、スギ、川上村のカラマツ、
天龍村のヒノキ）天龍村のヒノキ）

▲選手村ビレッジプラザは、東京オリ▲選手村ビレッジプラザは、東京オリ
ンピック・パラリンピック競技大会ンピック・パラリンピック競技大会
の期間中に、選手が心地よく滞在での期間中に、選手が心地よく滞在で
きる空間となりました。きる空間となりました。

▲川上村役場の待合スペース▲川上村役場の待合スペース

▲天龍村▲天龍村
　総合体育館　総合体育館

▲根羽村役場の▲根羽村役場の
　展示スペース　展示スペース
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上
小
林
業
士
会
会
長
、
長
野
県
林
業

士
会
副
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
田
村
清
で
す
。
今
回
リ

レ
ー
コ
ラ
ム
へ
の
執
筆
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
の
で
現
在
私
が
林
業
士
と
し
て

活
動
し
て
い
る
内
容
、
そ
し
て
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
を
少
し
お
話
し
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

主
な
活
動
と
し
て
は
、
企
業
か
ら
の

依
頼
で
森
林
・
野
外
活
動
系
の
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
運
営
、
い
く
つ
か
の
市
民
団

体
か
ら
森
林
整
備
活
動
の
技
術
・
安
全

 
林
業
⼠

︖

 
地
域
森
林
林
業
現
場
主
体
的
活
動

⽅
増

︑
林
業
活
性
化
図

昭
和
48
年

⻑
野
県
認
定

︑ 

県
下
各
地
﹁
地
域
林
業

中
核
的
⼈
材
﹂

活
躍

︒

指
導
の
依
頼
、
そ
し
て
自
然
体
験
系
の

指
導
者
養
成
や
指
導
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
講
座
の
講
師
依
頼
、
体
験
学
習
や
探

求
学
習
の
指
導
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
中
で
も
市
民
活
動
と
し
て
の
里
山

整
備
に
関
す
る
依
頼
が
徐
々
に
増
え
て

い
る
の
が
最
近
の
傾
向
で
す
。

こ
れ
は
里
山
地
域
で
暮
ら
す
人
た
ち

の
目
に
も
周
辺
の
森
林
が
荒
廃
し
て
い

る
さ
ま
を
目
の
当
た
り
に
し
て
問
題
意

識
を
持
ち
始
め
て
い
る
こ
と
の
表
れ
だ

と
思
い
ま
す
。
実
際
昔
は
20
〜
30
年
で

皆
伐
を
繰
り
返
し
て
い
た
里
山
の
薪
炭

林
も
燃
料
革
命
以
降
60
年
以
上
そ
の
ま

ま
で
放
置
さ
れ
成
長
し
続
け
て
い
る

ケ
ー
ス
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
い
く

ら
広
葉
樹
と
い
え
ど
も
一
斉
に
地
上
部

分
が
肥
大
化
す
れ
ば
も
と
よ
り
岩
山
が

多
く
森
林
土
壌
の
薄
い
信
州
の
山
、
特

に
山
脚
部
分
は
表
土
が
耐
え
ら
れ
る
と

も
思
え
ま
せ
ん
。
私
自
身
砂
防
工
事
や

治
山
工
事
で
の
支
障
木
伐
採
の
仕
事
も

す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
里
山
の
肥
大
化

し
た
林
分
が
崩
壊
し
て
い
る
さ
ま
を
目

に
す
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
林
業
人
口
が
急
激
に
減
少
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
集
落
に
近
い
里
山
ま

で
は
な
か
な
か
整
備
が
行
き
届
か
な
い

よ
う
で
す
。

私
は
森
林
整
備
に
関
す
る
講
習
依
頼

を
受
け
た
と
き
、
ま
ず
技
術
的
な
話
や

安
全
に
関
す
る
話
よ
り
先
に
現
状
森
林

が
抱
え
て
い
る
問
題
、
そ
う
な
っ
て
い

る
経
緯
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
将
来

ど
う
な
る
の
か
、
等
々
潜
在
自
然
植
生

や
森
林
の
遷
移
の
話
を
交
え
て
説
明
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
先
人
た
ち
の

森
林
と
の
関
わ
り
方
や
そ
れ
に
よ
る
植

生
の
変
化
、
ど
う
整
備
を
す
れ
ば
自
分

が
イ
メ
ー
ジ
す
る
森
林
に
将
来
近
づ
く

か
を
理
解
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
う
す

る
こ
と
で
森
林
を
よ
り
身
近
に
感
じ
直

接
的
な
問
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
で
す
。

森
林
を
説
明
す
る
と
き
、
そ
の
切
り

口
は
じ
つ
に
様
々
で
そ
れ
ら
の
関
連
性

は
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
ま
す
。
歴
史

や
文
化
と
も
関
わ
り
の
深
い
も
の
で
す

し
、
動
植
物
の
生
態
学
は
も
ち
ろ
ん
気

候
や
地
理
地
質
、
地
球
史
、
民
族
や
信

仰
、
社
会
学
に
至
る
ま
で
と
て
も
膨
大

な
も
の
で
す
。
ま
だ
ま
だ
自
分
の
知
識

は
足
り
て
い
な
い
で
す
し
う
ま
く
説
明

も
で
き
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
依
頼

を
受
け
る
た
び
に
さ
ら
に
知
識
を
深
め

田
村　

清　
　

60
歳

上
小
林
業
士
会
会
長

長
野
県
林
業
士
会
副
会
長

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

愛
知
県
出
身
。
大
学
進
学
を
機

に
長
野
県
に
移
住
。
30
代
か
ら

森
林
組
合
で
現
場
作
業
を
経
験

の
の
ち
民
間
の
事
業
体
で
林
業

に
従
事
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

リ
レ
ー
コ
ラ
ム

林業士

伐木安全講習の様子伐木安全講習の様子

伐木のためのロープワーク実習伐木のためのロープワーク実習

研
鑽
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
実

感
し
て
い
る
次
第
で
す
。
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地域の話題

上
伊
那
地
域
振
興
局
で
は
毎
年
、
上
伊
那
農
業
高
等
学
校
里
山
コ
ー
ス
の
２
年
生

の
皆
さ
ん
に
対
し
林
業
体
験
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
令
和
６
年
２
月
19

日
に
、
林
業
に
従
事
す
る
方
か
ら
普
段
の
仕
事
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
と
と
も
に
、

高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
伐
採
見
学
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
使
っ
た
ハ
ー
ベ
ス
タ
操
作

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
初
の
試
み
と

し
て
、
林
業
を
学
ぶ
先
輩
で
あ
る
林
業
大
学
校

生
に
よ
る
ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
開

催
し
ま
し
た
。

生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
地
元
森
林
組
合
の
方
が

話
さ
れ
る
仕
事
の
や
り
が
い
や
、
進
学
・
就
職

の
方
法
な
ど
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。
ハ
ー
ベ
ス
タ
を
使
っ
た
伐
採
見
学
で
は
、

間
近
で
み
る
機
械
の
迫
力
に
驚
き
、
そ
の
後
の

操
作
体
験
で
は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
取
り
囲
ん

で
画
面
に
映
し
出
さ
れ
る
友
達
の
ハ
ー
ベ
ス

タ
操
作
を
見
守
り
な
が
ら
一
喜
一
憂
す
る
様

子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
操
作
体
験
の
合
間
に

は
、
林
業
大
学
校
生
に
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
な

ど
に
つ
い
て
個
別
に
質
問
を
す
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。

こ
の
体
験
を
通
じ
て
、
森
林
・
林
業
に
対
す

る
興
味
を
さ
ら
に
深
め
、
林
業
関
係
業
界
へ
の

進
学
や
就
業
の
イ
メ
ー
ジ
が
具
体
的
に
描
き

や
す
く
な
る
こ
と
で
、
将
来
の
林
業
の
担
い
手

増
加
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

飯
田
市
千
代
地
区
を
起
点
と
し
て
、
泰
阜
村
地
籍
を
経
由
し
飯
田
市
南
信
濃
押
出

地
区
に
至
る
総
延
長
約
26
・
８
㎞
の
林
道
が
、
62
年
間
の
開
設
期
間
を
経
て
令
和
５

年
度
末
に
開
通
し
ま
す
。

昭
和
37
年（
１
９
６
２
年
）か
ら
千
代
村（
現
飯
田
市
）に
よ
り
開
設
が
始
ま
り
、
昭

和
43
年（
１
９
６
８
年
）か
ら
は
県
営
に
よ
る
施
工
と
な
り
ま
し
た
。
橋
梁
や
隧
道
、

岩
盤
掘
削
や
路
側
擁

壁
、
切
取
法
面
の
緑

化
工
事
な
ど
、
携

わ
っ
た
多
く
の
現
場

従
事
者
の
苦
労
が
う

か
が
え
ま
す
。

多
様
な
森
林
資
源

の
有
効
活
用
は
も
と

よ
り
、
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
を
求
め
る
観

光
利
用
や
地
域
活
動

の
場
と
し
て
、
地
域

の
活
性
化
に
資
す
る

道
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

上
伊
那
農
業
高
等
学
校
で
林
業
体
験
学
習
を
開
催

上
伊
那
農
業
高
等
学
校
で
林
業
体
験
学
習
を
開
催

地
域
を
繋
ぐ
林
道
、

地
域
を
繋
ぐ
林
道
、
千千ち
と
お

ち
と
お遠遠
線
が
開
通
し
ま
す

線
が
開
通
し
ま
す

　
【
上
伊
那
地
域
振
興
局
林
務
課
】

【
南
信
州
地
域
振
興
局
林
務
課
】

ハーベスタによる伐採見学ハーベスタによる伐採見学 シミュレータ操作体験シミュレータ操作体験
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タ
ラ
ノ
メ
は
、「
山
菜
の
王
様
」
と

呼
ば
れ
人
気
が
高
く
、
独
特
の
ほ
ろ
苦

さ
は
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。
主
に
は
天

ぷ
ら
と
し
て
食
さ
れ
て
い
ま
す
。

タ
ラ
ノ
メ
は
、
タ
ラ
ノ
キ
と
い
う
植

物
の
新
芽
で
す
。
タ
ラ
ノ
キ
は
ウ
コ
ギ

科
の
落
葉
低
木
で
、
陽
当
た
り
の
良
い

場
所
を
好
み
、
樹
高
は
３
〜
５
ｍ
に
な

り
、
幹
や
枝
に
ト
ゲ
が
あ
る
の
が
特
徴

で
す
。

栽
培
は
比
較
的
容
易
で
、
以
下
に
そ

の
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

栽
培
の
適
地
は
、
陽
当
た
り
が
よ
く

水
は
け
の
良
い
場
所
で
す
。
水
は
け
が

悪
い
休
耕
田
等
を
利
用
す
る
場
合
に

は
、
高
畝
を
設
け
、
排
水
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

最
も
一
般
的
な
タ
ラ
ノ
キ
の
増
殖
法

は
，
タ
ラ
ノ
キ
の
根
を
15
㎝
程
度
に
切

り
分
け
た
「
種
根
」（
写
真
）を
土
中
に

植
付
け
て
行
う
「
根
挿
し
法
」
で
す
。

種
根
の
植
え
付
け
時
期
は
、
３
月
下
旬

か
ら
４
月
中
旬
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

当
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
た
４
月
と
12
月
の

種
根
植
付
け
時
期
の
比
較
試
験
で
は
、

12
月
植
付
け
の
方
が
残
存
率（
発
芽
当

年
の
残
存
株
数
／
種
根
植
付
数
）が
高

い
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た（
図
）。
こ
れ

は
、
昨
今
の
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
春

先
の
気
温
が
高
い
こ
と
が
原
因
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

タ
ラ
ノ
キ
栽
培
で
、
利
用
さ
れ
て
い

な
い
里
山
や
農
地
の
有
効
活
用
を
図
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

タ
ラ
ノ
キ
を
栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か

タ
ラ
ノ
キ
を
栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か

図　種根植付け時期による図　種根植付け時期による
残存率比較試験　残存率比較試験　

残存率：発芽当年の残存株数／種根植付数残存率：発芽当年の残存株数／種根植付数

写真左：タラノメ発芽状況　写真左：タラノメ発芽状況　
写真右：種根からの発芽状況写真右：種根からの発芽状況

【
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
】
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長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
の
第
87

回
通
常
総
会
が
、
令
和
６
年
２
月
27

日
に
長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
（
長

野
市
）
に
て
、
来
賓
・
会
員
の
皆
様

に
多
数
出
席
を
賜
り
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
森
林
組
合
綱
領
の

唱
和
、
林
副
会
長
の
開
会
に
続
き
、

藤
原
会
長
に
よ
る
挨
拶
が
行
わ
れ
、

ご
来
賓
の
皆
様
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
事
は
、
北
ア
ル
プ
ス
森
林
組
合

の
割
田
代
表
理
事
組
合
長
を
議
長
に
、
第
１

号
議
案
・
令
和
５
年
度
事
業
報
告
等
か
ら
、

第
９
号
議
案
・
役
員
退
任
慰
労
金
の
贈
呈
に

つ
い
て
審
議
の
上
、
原
案
ど
お
り
承
認
・
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
は
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
９
名
の
理
事

と
３
名
の
監
事
が
当
選
し
ま
し
た
。

本
年
は
、
木
材
の
需
給
動
向
を
見
極
め

つ
つ
、
３
年
目
を
迎
え
る
新
系
統
運
動
の
目

標
達
成
に
向
け
、
様
々
な
事
業
展
開
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
４
月
か
ら
徴
収
が
始

ま
る
「
森
林
環
境
税
」
な
ら
び
に
、
第
４
期

目
が
開
始
し
た
「
長
野
県
森
林
づ
く
り
県
民

税
」
に
つ
い
て
森
林
整
備
の
充
実
や
林
業
の

発
展
に
向
け
て
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
市

町
村
や
県
等
へ
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

健
全
で
開
か
れ
た
組
合
経
営
の
も
と
、

会
員
組
合
の
事
業
が
充
実
す
る
よ
う
組
合
か

ら
の
要
望
等
を
踏
ま
え
研
修
会
や
指
導
監
査

を
行
う
ほ
か
、
各
種
情
報
提
供
、
相
談
業
務

に
努
め
ま
す
。

木
材
の
市
場
価
値
が
高
ま
る
よ
う
生
産

者
へ
の
助
言
等
を
行
う
ほ
か
、
会
員
、
他
県

森
連
と
の
連
携
等
を
通
じ
て
有
利
販
売
を

行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
改
良
し
た
木
材
販

売
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
業
務
効
率
化
に
努
め
、

会
員
へ
の
経
済
的
還
元
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

経
済
的
損
失
を
被
っ
た
「
信
州
Ｆ
・
Ｐ
Ｏ
Ｗ

Ｅ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
動
向
を
注
視
し
、

森
林
組
合
系
統
へ
さ
ら
な
る
累
が
及
ば
な
い

よ
う
適
時
、
適
切
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

必
要
性
が
益
々
高
ま
る
林
業
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
の
支
援
を
行
い
、
会
員
全
体
の
技
術
の
向

上
や
省
力
化
と
機
器
の
斡
旋
や
普
及
を
進
め

ま
す
。

林
業
、
森
林
組
合
の
発
展
や
森
林
整
備

の
充
実
に
つ
な
げ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
5
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

症
法
上
の
位
置
付
け
が
５
類
に
移
行
し
た
こ

と
に
よ
り
、
年
の
後
半
に
は
経
済
活
動
が
ほ

ぼ
復
活
し
た
一
方
、
国
際
情
勢
や
円
安
を
背

景
に
諸
物
価
が
上
昇
し
生
活
に
影
響
を
与
え

た
一
年
で
し
た
。

指
導
事
業
で
は
、
10
月
か
ら
開
始
し
た

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
中
心
に
、
森
林
組
合
の

経
営
力
向
上
を
始
め
と
す
る
各
種
研
修
会
の

開
催
や
情
報
提
供
に
努
め
ま
し
た
。

販
売
事
業
で
は
、
木
材
取
引
価
格
の
低

下
や
合
板
工
場
か
ら
の
受
入
制
限
な
ど
木
材

流
通
に
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
が
、

森
林
組
合
と
協
力
し
な
が
ら
販
路
開
拓
に
務

め
た
結
果
、
年
間
取
扱
量
は
22
万
１
千
㎥
、

取
扱
高
は
29
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
加
工
事

業
は
県
内
土
木
工
事
向
け
の
需
要
堅
調
に
よ

り
、
計
画
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
木
材
取
引
関
係
で
最
も
重
大
な

出
来
事
と
し
て
「
信
州
Ｆ
・
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
核
を
担
っ
て
き
た
征
矢

野
建
材
㈱
が
8
月
に
民
事
再
生
手
続
を
開
始

し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
当
会
は
同
社

へ
の
木
材
供
給
の
中
心
的
位
置
に
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
多
額
の
損
失
を
計
上
し
ま
し
た
。

見
直
し
を
図
っ
て
き
た
木
材
販
売
シ
ス

テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
、
業
務
の
効
率
化
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
事
業
全
体
で
は
、
取
扱

高
33
億
円
、
経
常
利
益
は
お
よ
そ
1
億
円
と

な
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

長
野
県
森
林
組
合
連
合
会

長
野
県
森
林
組
合
連
合
会

通
常
総
会

通
常
総
会
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て
、
地
理
情
報
処
理
ソ
フ
ト
「
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
」

上
で
そ
れ
ら
の
情
報
を
基
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と

施
業
提
案
を
各
班
で
作
成
し
、
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
日
頃
の
業
務
で
培
っ
た
施
業
提
案

の
企
画
力
を
「
も
り
ぞ
ん
」
を
使
っ
て
、
さ

ら
に
解
像
度
を
高
め
た
提
案
に
仕
上
げ
て
い

ま
し
た
。
一
方
、
森
林
・
林
業
の
知
識
が
あ

ま
り
無
い
方
に
も
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
わ
か
り
や

す
く
伝
え
ら
れ
て
し
ま
う
故
に
伝
え
方
の
難

し
さ
を
感
じ
た
と
い
う
意
見
も
あ
る
な
ど
、

こ
れ
か
ら
の
森
林
管
理
に
向
け
て
大
変
充
実

し
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

１
月
11
日
〜
12
日
（
伊
那
市
）
の
二
日

間
と
１
月
25
日
〜
26
日
（
上
田
市
）
の
二
日

間
、『
地
形
か
ら
読
む 

林
業
適
地
・
不
適
地

ゾ
ー
ニ
ン
グ
研
修
会
』
を
開
催
し
、
県
内
の

森
林
組
合
や
林
業
経
営
体
、
県
職
員
な
ど
25

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
伐
再
造
林
へ
の
転
換
を
確
実
に
進
め

る
中
で
、
林
業
に
適
し
た
森
林
を
様
々
な
観

点
か
ら
見
極
め
ゾ
ー
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
元
長
野
県

職
員
で
「
Ｃ
Ｓ
立
体
図
」
を
開
発
す
る
な
ど

地
形
解
析
や
山
地
防
災
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で

あ
る
、
株
式
会
社
ジ
オ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
代

表
取
締
役
の
戸
田 

堅
一
郎 

氏
を
講
師
に
招

き
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
考
え
方
や
地
形
判
読
、

Ｃ
Ｓ
立
体
図
の
活
用
方
法
等
に
つ
い
て
学

び
、
林
野
庁
が
開
発
し
た
森
林
ゾ
ー
ニ
ン
グ

ツ
ー
ル
「
も
り
ぞ
ん
」
を
使
っ
て
防
災
面
と

収
益
性
の
観
点
か
ら
森
林
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を

行
う
方
法
に
つ
い
て
習
得
し
ま
し
た
。

ま
た
、
上
伊
那
郡
箕
輪
町
に
お
け
る
「
も

り
ぞ
ん
」
を
使
っ
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
事
例
に

つ
い
て
、
箕
輪
町
役
場
み
ど
り
の
戦
略
課
森

ビ
ジ
ョ
ン
推
進
係
の
井
上
貴
之
氏
と
合
同
会

社
ラ
ー
チ
ア
ン
ド
パ
イ
ン
事
業
主
任
の
杉
本

由
起
氏
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
２
日
目
の
午
後
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
行
い
、
地
形
デ
ー
タ
や
航
空
レ
ー
ザ
ー

デ
ー
タ
、
既
存
の
写
真
デ
ー
タ
、
イ
ン
フ
ラ

デ
ー
タ
等
手
に
入
る
デ
ー
タ
を
か
き
集
め

２
月
16
日
、
安
曇
野
市
の
も
く
り
ゅ
う

館
で
「
ス
マ
ー
ト
林
業
技
術
導
入
研
修
が
行

わ
れ
、
県
内
の
森
林
組
合
や
林
業
経
営
体
、

市
町
村
や
県
の
職
員
19
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
木
材
検
収
と
日
報
管
理
の
業
務
効
率
化

を
テ
ー
マ
に
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
や
業
務
管
理

ソ
フ
ト
を
展
開
す
る
５
社
に
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
の
木
材
検
収
は
、
需

要
側
と
供
給
側
で
の
検
知
結
果
の
合
意
に
課

題
が
あ
る
も
の
の
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
小
口
の
認

識
能
力
が
向
上
し
、Ｌ
ｉ
Ｄ
Ａ
Ｒ（
レ
ー
ザ
ー

計
測
）
も
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
高
精
度
な

検
知
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建

設
業
界
な
ど
で
は
一
般
化
し
つ
つ
あ
る
作
業

日
報
の
電
子
化
で
す
が
、
林
業
で
は
作
業
環

境
や
作
業
種
の
幅
広
さ
か
ら
紙
で
の
運
用
が

多
く
、
Ｐ
Ｃ
へ
の
転
記
作
業
な
ど
総
務
担
当

者
の
負
担
が
増
え
、
客
観
的
な
進
捗
分
析
も

難
し
い
状
況
で
し
た
。
し
か
し
、
林
業
経
営

体
が
開
発
し
た
日
報
管
理
ア
プ
リ
や
、
建
機

メ
ー
カ
ー
が
開
発
に
参
加
し
た
ア
プ
リ
な
ど

林
業
に
特
化
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
展
開
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
木
材
検
収
ア
プ
リ
と
組
み
合
わ

せ
て
総
合
的
な
Ｓ
Ｃ
Ｍ
（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
を
可
能
に
す
る
サ
ー
ビ

ス
ま
で
登
場
し
て
い
ま
す
。

日
報
管
理
ア
プ
リ
は
デ
モ
体
験
が
参
加

者
の
端
末
で
そ
の
場
で
出
来
た
ほ
か
、
木
材

検
収
は
会
場
併
設
の
中
信
木
材
セ
ン
タ
ー
の

土
場
に
て
実
際
に
ア
カ
マ
ツ
の
丸
太
椪
を
計

測
し
て
、
そ
の
使
い
勝
手
や
性
能
を
確
か
め

て
い
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
林
業
技
術
に
よ
る
業
務
効
率

化
に
は
、
ま
ず
現
在
ど
の
よ
う
に
業
務
を
進

め
て
い
る
か
、
自
組
織
の
状
況
を
分
析
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
実
際
に
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
試
す
こ
と
で
、
導
入
へ
の
検
討
材
料

と
な
る
研
修
会
に
な
り
ま
し
た
。

紹介された紹介された
アプリ＆サービスアプリ＆サービス

林
業
適
地
・
不
適
地
ゾ
ー
ニ
ン
グ
研
修

ス
マ
ー
ト
林
業
技
術
導
入
研
修
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２
月
６
日
、
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル
に
て
「
協

同
組
合
職
員
交
流
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
長
野
県
協
同
組
合
連
絡
会
の
会
員
で
あ

る
県
内
の
協
同
組
合
職
員
が
、
お
互
い
の
理

解
と
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
催
さ
れ

て
お
り
、
今
回
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
長
野
県
Ｎ
Ｐ

Ｏ
セ
ン
タ
ー
事
務
局
次
長
の
古
越
武
彦
氏
を

講
師
に
「
大
規
模
災
害
時
の
被
災
者
支
援
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
の
会
員
協
同
組
合
か
ら
28
名
が
参

加
し
、
元
旦
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
た

こ
と
も
あ
り
関
心
が
高
く
、
避
難
所
で
の
支

援
を
検
討
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
各

団
体
の
業
務
を
活
か
し
た
ア
イ
デ
ア
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
が
参
加
し
て
い

る
長
野
県
災
害
時
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
石

川
県
で
の
活
動
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
大

規
模
災
害
に
、
日
頃
か
ら
備
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

１
月
12
日
、
安
曇
野
市
の
も
く
り
ゅ
う

館
で
「
森
林
組
合
経
営
者
育
成
研
修
会
」
が

開
催
さ
れ
、
県
内
の
森
林
組
合
か
ら
22
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
11
月
２
日
に
第
１
回
目
と
し
て
、

㈱
エ
ル
ラ
イ
フ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
社
会

保
険
労
務
士　

橋
詰
岳
幸
氏
を
講
師
に
「
経

営
者
・
幹
部
に
必
要
な
労
務
知
識
」
と
題
し

て
、
労
働
時
間
管
理
や
休
日
管
理
の
問
題
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
業
務

上
災
害
の
問
題
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
交
え
た
研
修
が
開
催
さ
れ
、
第
２
回
目
の

今
回
は
、
税
理
士
法
人
田
中
事
務
所
の
税
理

士
・
Ｍ
Ｂ
Ｃ
（
経
営
学
修
士
）
田
中
義
晴
氏

を
講
師
に
、「
財
務
力
を
強
化
し
て
自
社
経

営
を
考
え
る
」
と
題
し
て
、
税
務
判
断
に
必

要
な
ス
キ
ル
や
、
財
務
分
析
の
基
礎
実
務
、

資
金
を
戦
略
的
に
運
用
す
る
考
え
方
に
つ
い

て
研
修
し
ま
し
た
。

税
理
士
と
し
て
の
活
動
だ
け
で
な
く
、

飲
食
業
や
小
売
業
な
ど
幅
広
く
自
ら
経
営
に

携
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
豊
富
な
経
験

か
ら
軽
妙
に
語
ら
れ
る
税
務
や
財
務
の
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
を
交
え
た
講
話
は
、
と
っ
つ
き

に
く
い
財
務
や
税
務
の
問
題
を
ポ
イ
ン
ト
を

押
さ
え
て
わ
か
り
や
す
く
解
き
ほ
ぐ
し
て
く

れ
る
内
容
で
し
た
。

一
口
に
森
林
組
合
と
い
っ
て
も
、
高
性

能
林
業
機
械
や
施
設
の
保
有
数
や
業
務
の
あ

り
方
も
多
様
で
あ
り
、
そ
の
組
合
の
状
況
や

市
場
環
境
に
合
わ
せ
た
戦
略
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
経
営
者
と
し
て
決
算
期
だ
け
で

な
く
、
１
人
あ
た
り
や
時
間
あ
た
り
な
ど
の

原
単
位
で
現
場
を
分
析
す
る
こ
と
が
重
要
と

述
べ
ら
れ
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
当
事
者
目
線
の
真
剣
な

議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
の
森
林
組
合
法
改
正
で
は
実

践
的
能
力
を
有
す
る
理
事
の
就
任
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
森
林
組
合
の
よ
り
一
層
の
経
営

力
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

森
林
組
合
経
営
者
育
成
研
修

森
も り

林の
クロスワードパズル

キーワードは？キーワードは？

♪

協同組合職員交流集会
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私達も緑化推進運動に協力しています。

令和６年度 令和６年度 
国土緑化運動標語国土緑化運動標語未来へと 広がれ緑 この手から未来へと 広がれ緑 この手から

信州木材認証製品センター
副理事長 鈴木 吉明
副理事長 髙田 幸生

専務理事 柴田 昌志
事務局長 松本 寿弘

理 事 長 宮崎 正毅

宮澤木材産業株式会社
代表取締役

長野県山林種苗協同組合
理 事 長 神戸  直日

長野県木材協同組合連合会
理 事 長 宮崎 正毅
副理事長 佐原 良彦
副理事長 都築 　透
副理事長 新井 藤弘

副理事長 麥島 照幸
副理事長 峯村 宗次
専務理事 柴田 昌志
事務局長 松本 寿弘

林業・木材製造業
労働災害防止協会 長野県支部
支 部 長 宮崎　正毅
副支部長 髙田　幸生

幹 事 長 柴田　昌志
事務局長 田中裕二郎

長野県林業労働財団
長野県林業労働力確保支援センター

一般財団法人

丸山  勝規理 事 長

長野県林業団体協議会
副 会 長 宮崎 正毅 副 会 長  水本 　豪
会　  長 村松 敏伸

長野県森林組合連合会
代表理事会長 藤原 忠彦
代表理事専務 村松 敏伸

一般社団法人

長野県林業センター
理 事 長 藤原 忠彦
副理事長 宮崎 正毅

副理事長 水本 　豪
常務理事 宮 　宣敏

長野県治山林道協会
会　 長 羽田 健一郎 役職員一同

長野県林業コンサルタント協会
一般社団法人

羽田 健一郎理 事 長

〝森林・林業の総合アドバイザー〝

長野県森林組合長会
林　 和 弘会 長

長野県造林協会
会 　 長 藤原  忠彦

株式会社 モリレン長野
損害保険代理店・環境事業計画施工・墓石

長野県林業薬剤防除協会
会 　 長 牧　　司

副 会 長  藤原 忠彦

副会長理事  林　 和弘

長野県水源林造林協議会
白 鳥　 孝会 長

宮 澤　 遥
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私達も緑化推進運動に協力しています。

令和６年度 令和６年度 
育樹運動標語育樹運動標語まだかなと 自分で植えた木 背比べまだかなと 自分で植えた木 背比べ

平澤林産有限会社
代表取締役 平澤  照雄

伊那市西春近 4105

有限会社 髙 遠 興 産
代表取締役 林　敏行
伊那市山寺 1558-1

松本地域森林林業振興会
役職員一同

下伊那山林協会
役職員一同

上伊那山林協会
役職員一同

諏訪地域森
も り

林づくり
・林業振興会 役職員一同

木 曽 山 林 協 会
会　長 役職員一同大 屋　 誠

佐久森林林業振興会
役職員一同

長野地方緑化推進委員会
役職員一同

上小林業振興会
会　長 羽田 健一郎 役職員一同

長野国有林森林整備協会
副 会 長
会  長

専務理事
長野市大字稲葉字母袋沖 612-2　☎026-285-9070

林　 和弘
由井 正隆

酒井 省三

東信木材センター協同組合連合会
小諸市甲字鞍掛 4747

カラ松日本一を目指します

理 事 長 藤 原　忠 彦

瑞穂木材株式会社
下高井郡木島平穂高 3228-1

代表取締役 宮崎  正毅

信濃化学工業株式会社
長野市桐原 1-2-12

代表取締役社長 小野  大輔

一般社団法人

日本森林技術協会
長野事務所 所  長  油 井 章次郎
長野市中御所岡田町 30-16　☎ 026-217-2660

日本林業土木株式会社
長野出張所
長野市中御所岡田町 30-16　☎ 026-227-6185

所  長 両 角　 実
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私達も緑化推進運動に協力しています。

令和６年度 令和６年度 
国土緑化運動標語国土緑化運動標語未来へと 広がれ緑 この手から未来へと 広がれ緑 この手から

佐 久 森 林 組 合
緑を育て山を守る

山岸  喜昭代表理事
組 合 長

木曽南部森林組合
役職員一同坂家  重吉代表理事

組 合 長

松本広域森林組合
役職員一同吉田  満男代表理事

組 合 長

長 野 森 林 組 合
役職員一同和田　 智代表理事

組 合 長

根羽村森林組合
役職員一同

信州根羽すぎ・根羽ひのき

大久保 憲一代表理事
組 合 長

南木曽町森林組合
堀　賢  介代表理事

組 合 長 役職員一同

役職員一同

飯伊森林組合
林　 和弘 吉澤 悦史代表理事

組 合 長
代表理事
常　務　

信州上小森林組合
役職員一同

緑の担い手

石井  公彦代表理事
組 合 長

北アルプス森林組合

諏 訪 森 林 組 合
役職員一同藤森  良隆代表理事

組 合 長

和 合 森 林 組 合

南佐久北部森林組合
佐々木 　勝代表理事

組 合 長

南佐久南部森林組合
由井  明彦代表理事

組 合 長

レストラン　四季の味　樹木里

南佐久中部森林組合
黒澤  和夫代表理事

組 合 長役職員一同

役職員一同

役職員一同

役職員一同

村澤  博光代表理事
組 合 長 役職員一同

割田  俊明代表理事
組 合 長 役職員一同

本社　長野市稲葉2413 3　☎026 224 8708

代表取締役 篠原　 明

上伊那森林組合
役職員一同

もりもり上伊那

白  鳥　孝代表理事
組 合 長
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私達も緑化推進運動に協力しています。

令和６年度 令和６年度 
育樹運動標語育樹運動標語まだかなと 自分で植えた木 背比べまだかなと 自分で植えた木 背比べ

㈱中部森林技術コンサルタンツ
 長野支店

支 店 長 長谷川　洋
長野市大字稲葉中千田沖 2040-2　☎026-224-8710

南安曇木材協同組合
安曇野市穂高 7940 番地 27

組合理事長 佐原  良彦

齋藤木材工業株式会社
小県郡長和町古町 4294

代表取締役社長 齋藤　健

株式会社  吉　　本
南佐久郡佐久穂町大字平林 121

代表取締役 由井  正宏

木曽官材市売協同組合
理 事 長 勝 野 智 明

北信州森林組合
役職員一同山﨑　明代表理事

組 合 長

木 曽 森 林 組 合
役職員一同原　久仁男代表理事

組 合 長

栄 村 森 林 組 合
久保田 道一代表理事

組 合 長 役職員一同
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県森連HPでは市売情報を写真付きで随時更新しております！県森連HPでは市売情報を写真付きで随時更新しております！

最新の市況表もご覧いただけますので、納材や入札の検討にご活用ください！最新の市況表もご覧いただけますので、納材や入札の検討にご活用ください！

 「長野の林業」のバックナンバーもこちらから♪ 「長野の林業」のバックナンバーもこちらから♪

暖冬との予報ながらも局所的な積雪で県内各地の交通等に影響があった冬でしたが、早くもスギ

花粉が飛散し始めているなど、春の兆しを感じている方もいらっしゃるのではないでしょうか。

さて、2月の各木材センターの市況ですが、カラマツ・スギ・ヒノキの製材合板向け丸太の価格

は横ばいですが、需要は持ち直しつつあるようです。製材用ヒノキは不足感があり若干の値上がり

傾向となり、針葉樹の土木用材向けは地場での需要が堅調です。

広葉樹は伐り旬ということもあり、良材に引き合い活発でした。特に広葉樹

祭りを開催した中信木材センターでは、キハダやクリの大径良材に高値が付き

ました。

各木材センターでは、市況を見ながら需要に合わせた仕分け・はい積みをし

てまいりますので、これから伐採、出材を計画されている方はご相談ください。

引き続き集荷のご協力よろしくお願いいたします。

【当連合会は合法木材に取り組んでおります】

合法木材供給事業者の認定を取得したうえで、出荷時には合法的に伐採された木材であることの

コメントと合法木材認定番号及び伐採地と伐採箇所が記載された納品書及び伐採届の提出をお願い

します。

※安全のため、木材センターでの荷下ろし・積込みの際には車止めの使用とヘルメットの着用を

よろしくお願いします。

長野県森連

長野県の木材市況


